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木の机
富山・齋藤　眞弓
　私の家のリビングには、一つの小さな木の机がある。机というにはかなり小さいが、つやのある表面で角は丸く、ぬくもりを感じる色でとても使いやすい。しかし、私にとってはただの木の机でしかなく、特に何も気にしていなかった。
　ある日、私は祖母と「保護司」という仕事について話していた。保護司とは更生するために努力している人達の生活を見守ったり、相談にのったりする仕事で、私の祖母もこの仕事をしている。幼い頃に社明運動の話を聞いたり、旗を立てる手伝いをしたりしたことのある私はその仕事を少しは理解していた。とは言っても、犯罪や非行というのはどこか遠い所でおきているように感じられて、私とは一切関わりがないと思った。
　きっとそんな気持ちがあったからだろう。話の途中で聞いた言葉に声がでなくなった。祖母は木の机を指さして、言った。
「これ、刑務所で服役しとる人がつくったものやよ。」
　どうやら、活動の一環で刑務所に行った時そこで買ってきたものらしい。正直すごく驚いた。身近な所に、服役中の人がつくったものがあるなんて、思いもしなかった。しばらくして、ふと思い出したかのように祖母は食器の入っている戸棚の方へ行った。取り出したのは、いつもお客さん用に使っている淡い緑とピンクの湯のみだった。これも刑務所でつくられたものだという。
「きれいにつくられとるやろ。」
祖母の言葉に私は静かにうなずいた。
　木の机と湯のみを見つめていると何だか不思議な気持ちがした。つくった人はかつて罪を犯した人達だ。しかし、生み出されたものは美しく、ぬくもりのあるものだった。今まで、服役中の人なんて怖いな、と思っていたのに、感じ方が百八十度変わったような気がする。
「服役中の人、怖くなかったの？」
以前、祖母が刑務所の見学へ行ったことを、初めて知った時を思い返した。尋ねた私に対して
「全然、怖くなかったよ。」
そう言って祖母は笑った。
　「犯罪を犯した人なんて怖い、近づきたくない」そう考える人はたくさんいるかもしれない。しかし、実際はどうだろうか。許されないあやまちを犯した人でも、立ち直りたい、再び社会に出て認めてもらえるように頑張りたい、と強く思う人に冷たい目を向けて良いのだろうか。自分の罪を背負いながら生きていくことは、ものすごく辛い事だと思う。そんな中、さらに周りから避けられて、壁をつくられて、一人ぼっちになってしまったら…。私ならもう一度、非行や犯罪に手を染めてしまうだろう。何かちょっとした事で間違った方向へ進んでしまっても、誰かが手をさしのべることで更生しようとする強い心が、もてるのではないか、と思った。
　犯罪や非行。これらがなくならないのは、再犯率の高いことに原因があると思う。ニュースで報じられる事件の容疑者で、前科があるということも少なくない。二度目を止めることのできなかった私達に責任はないのだろうか。更生を願う人が、生きやすい社会を実現させよう。一人一人がそう考えることで、もっと明るい社会ができることだろう。罪を償い、新たな道へ進む人達を後押しする温かい思いやりの心をもつ人になりたいと思う。
　少しの声かけ、笑顔のあいさつ、小さなきっかけがやがて大きな明るい未来をつくっていく。まずは私から実行していきたい。あの木の机のようにぬくもりのある社会をつくるために。
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